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香川・丸亀の工務店

パッシオパッシブ

メルマガ登録でパッシオパッシブの施工事例や
知って得するお家づくりについての情報を「シューイチ」で配信中♪

登録方法はホームページの　　　　をクリック！●
メルマガ

TEL:0877-28-2855
FAX：0877-28-6278
建築工事業許可番号 香川県知事(般-25)第8130号

▲パッシオパッシブ
通信の定期購読は
コチラから

街中なのに十分な広さにも恵まれ、
パッシブハウス向けの
南に大きくひらけた敷地はまさに宝物！
南にはビッグサイズの木製サッシ
窓越しからお庭を眺めてくつろぐ
冬には窓が暖房器具になります

OPEN 
HOUSE

気持ちいい街中平屋  完成見学会

・U a値 0 . 2 　・C値 0 . 1
・高性能木製サッシ「佐藤の窓」採用

パッシブハウス認定取得レベル
HEAT20 G3 の 高性能住宅
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1 0 : 0 0  -  1 7 : 0 0

土 日

事前予約制

@坂出市元町
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パッシオパッシブ通信を
隔月でお届けいたします

NEWS LETTER

【O B様邸探訪】
毎日が”ごきげんハワイ気分”な家

【イベント】
9/20[土]-21[日]完成邸見学会@坂出市元町
9月中旬：超断熱リノベ完成邸見学会＠高松市番町

【コラム】
パッシブハウスは世界をつなぐ~モンゴル旅行記~

※画像はイメージです

ご来場ご予約はこちら

超断熱リノベーションの家
完成見学会@高松市番町

リノベーションの 
可能性って  
果てしなく
大きい。

世界基準の高性能な家づくりを専門に行う
パッシオパッシブの「超断熱リノベーション」
鉄骨コンクリート造3階建ての建物を
断熱等級最上位の断熱等級7へ
家族から受け継いだ家を
今までより快適に。
もっと使いやすい間取りに。
より素敵なインテリアに。
新しい家族が幸せに暮らす“うつわ”が完成しました 

9月中旬開催予定
詳細はイベントページをご覧下さい

開催日程・詳細について
イベントページはこちら ▶▷▶

・想像以上！？ 5ｍを超える大きな木製サッシ
・まるでインサイドテラスなバルコニー
・吹き抜けの窓から光がたっぷり入るLDK
・本棚やカウンターのある3階ホール空間

インテリアコーディネーターmisa

　7/8～11、弊社社長と私はモンゴルへ行ってまいりました。なぜモン
ゴル？
　実は今年の３月にモンゴルでパッシブハウスの普及に尽力されて
いるガンバーさんご夫妻が、弊社の製作する佐藤の窓の工場見学に
来られたのがきっかけ。そのガンバーさんとモンゴル国立大学の教授
が主催する”パッシブハウスカンファレンスinモンゴル”にご招待頂い
たのです。
　現在、モンゴルでは寒さ厳しい冬に、遊牧民族のゲルで石炭を燃
やして暖を取るため、冬の大気汚染がひどいとのこと。空気環境を良
くするためにはまずは住環境の改善から、ということでパッシブハウ
スを建てる技術者を育成しているそうです。
また彼らは首都ウランバートルの中心地のスフバートル広場にミニ
チュアのパッシブハウスをつくり、その中で真冬に金魚の水槽を置
き、無暖房でも金魚は生きているというパフォーマンスをしてモンゴ
ルの人たちにパッシブハウスの凄さをアピールしたのだそう。それ以
降、パッシブハウスへの関心がものすごく高まっているですって。凄い
ですね！
　さてカンファレンスでは弊社が製作している木製サッシ”佐藤の窓”
について発表させて頂きました。パッシブハウスを建てるために欠か
せない性能の良い窓が重要、ということで社長が登壇したというわけ
です。同じく登壇したのは、中国の窓メーカー、またパッシブハウスの
いろんな計算をするソフトの開発に携わった方々。発表が終わった後
も、聴講された建築関係の人たちや学生さんからたくさん質問があ
がってきて、予定より延び延びのカンファレンスとなりました。祝 大成
功！
　近い将来は輸入に頼らない、モンゴルの自国での材料調達ができ
るようになれば、よりスムーズに住環境の改善が進むでしょうね。窓に
ついては、うちの工場に研修に来て技術を習得したモンゴルの人た
ちがモンゴルで自分達の手で性能の良い窓を作れるように、技術の
伝達でお手伝いできれば、私たちも嬉しい限りです！さぁ、ワールドワ
イドになってきましたよ。これからの動きにワクワクですね！

マルシェ
de

パッシオ
instagramから
情報を
チェック！

11/30(日)にクリスマスマーケットとしての
開催が決定した「マルシェdeパッシオ」。  
日々 の暮らしを彩るエッセンスいっぱいの
”手作り”マーケットです。
出店者さまが続 と々決定しています！
まもなくイベントページがオープン。
マルシェdeパッシオinstagramを
フォローして情報をお待ちください＊

11/30 (日)  
TSE ×マルシェdeパッシオ クリスマスマーケット 開催！

～モンゴル旅行記～パッシブハウスは世界をつなぐ

パッシブハウスカンファレンス
会場前にて

モンゴルの組立式移動式住居：ゲル

　ペールグリーンの塗り壁に珊瑚を張った外構、淡いコー
ラルオレンジの塗り壁と木をふんだんに使った建物。まる
でハワイの別荘のような佇まいです。 （表紙の外観をご覧
ください） アプローチを抜けた先に玄関があり、隠れ家の
雰囲気も。その玄関を入るとリビングに続く入口と生活の
裏動線に続く入口に分かれていてとっても便利。また玄関
横はシューズクローク兼家族用の玄関になっているのでい
つもキレイな玄関をキープできます。
　さぁ、まずはリビングからご紹介しましょう。大きな吹き抜
けがある LDK。
お家のイメージを大きく印象づける床には、アカシア材の
フローリングを採用しました。赤みのある独特の濃淡が、ハ
ワイの雰囲気を作り上げていますね！海のようなターコイズ
ブルーのキッチンもよく似合っています。テレビ台の壁を石
貼りにして上質で、だけど素朴なイメージに。ソファーや
クッション、ラグなどの色柄を選定する際にも空間全体が
強く主張することがないのでいろいろなバリエーションを
楽しめます。
　洗面脱衣もまるで海の中にいるみたいな色使いでワク
ワクします。各個室もそれぞれ少しずつ雰囲気が違ってい
ますが、どのお部屋もしっかりハワイアンになるように素材
を選択。例えば木材を編んだような紙クロスを使うことで、
まるでコテージの一室のような雰囲気を演出した部屋も。
　家づくりの際、よくお客様から”〇〇なイメージ”とご要望
があります。例えば今回はテーマがハワイでしたが、北欧
風、カントリー調、和モダンなどなど。最近ではよくジャパン
ディというキーワードも耳にします。パッシオパッシブでは
そんなお客様のテーマを実現する時、そのご家族に合った
素材や色合いをご提案しています。そのひと手間で、お施
主様が長くお住まいいただくお家が本当にリラックスでき
る空間になると信じています♪
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綾歌郡宇多津町　M様邸　竣工/2015年4月　
延床面積/149.12m²（45坪）

毎日が “ ご きげんハワイ気分 ” な家


